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戦略２

• 2.1 コンテンツ収集の方策を検討し、リポジトリを活用
した学術情報のオープン化に寄与する活動を促進す
る。

• 2.2 著作権等のポリシーに関する動向を確認し、学協
会等への適切な働き掛けを行う。

• 2.3 多様なコンテンツの流通を支えるメタデータスキー
マである JPCOAR スキーマの普及に努め、国際的な
相互運用性を確保するために適切な維持管理を行う
。

• 2.4 外部データとの連携を支える永続的識別子の活
用を促進する。

• 2.5 コンテンツの再利用を可能とするため、著作権者
等によるライセンスの付与を促進
する。

• 2.6 国立情報学研究所と連携・協力し、JAIRO Cloud 
の機能改善と安定的、持続的な運営を行う。

オープンアクセスを推進する学術情報流通の基盤を整備し、コンテンツの
流通、活用を促進する。
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ワークフローチーム

（前田、河合、尾城、藤田、三
木、林(正)）

メタデータチーム

（片岡、瀬川、林（豊）、末田、
増山）

SCPJチーム
（松村、藤田、菅原）

DOIチーム
（菅原、三木、室井、増山）

ＪAIROCloud移行タスクフォースへ
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ワークフローチーム
• 「次期JAIRO Cloudコンテンツ登録アシスト
機能にかかる事前アンケート」を実施（2021
年5月25日～6月10日）
– 回答数：231件
– 約40％が利用希望
– 2021年7月8日（木）NII オープンフォーラム 「
次世代機関リポジトリの機能」河合将志

• コンテンツ登録アシスト機能 第3段階実証
実験 実施予定
– 参加機関：横浜国立大学、新潟大学、信州大
学、福井大学、熊本大学

– 期間：2021年11月29日～12月17日

回答数231件
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SCPJチーム
• 「SCPJデータメンテナンス結果報告書」の公開（

2021年10月22日)
– https://doi.org/10.34477/0002000077
– 作業対象：2,635学協会のうち、更新日が古いもの

から 2,034学協会（2,516 誌）
– 評価：最新情報を反映ができた

• 回答中約半数はポリシーの変更有
• OA 化が進んだジャーナルは142誌

– 課題：OAから遠ざかったジャーナル149誌
• ポリシーカラーのわかりにくさ
• SCPJの認知度の低さ

• 今後の予定
– ウェブサイト・データベースの英語化
– ライセンスの検討

この10年でOA化が進んだジャーナル142誌

https://doi.org/10.34477/0002000077


5第23回図書館総合展 JPCOAR2021：これからのオープンアクセスとJPCOARを考える

メタデータチーム
• DataCite DOIの登録開始に伴うDOI管理メタデータ入

力ガイドラインの改訂（6月1日）
– JPCOARスキーマ編：

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/160
– junii2編：https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/215

• 「JPCOARスキーマのデジタルアーカイブ対応方針」を
発表予定
– 国立国会図書館の「メタデータ作成者向けのガイドライ

ン」の策定に協力

– これからの学術情報システム構築検討委員会システム
ワークフロー検討部会との情報交換会

– 「これからの学術情報システムのメタデータ収集・作成
方針案」との意識あわせ

• 月刊JPCOAR第6回（3月頃）「デジタルアーカイブとメタ
データ流通」報告予定

JPCOARスキーマガイドライン https://schema.irdb.nii.ac.jp/

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/160
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/215
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DOIチーム
• JPCOARへの加入有無とDOI付与状況につ
いて調査（9月～）

• IRDB調査結果に基づくCrossRef DOIリスト
を各機関に配布（11月）
– 対象機関：193機関

• DOI登録の先行事例ヒアリング調査
– 準備中

• 月刊JPCOAR第4回（1月頃）で「国内識別子
普及状況」報告予定
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